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都 来 住人 


は じ め に 


3 月 半ば に な っ て チェ コ の 真空 管 メ ー カ ー : KR- 
Audio Electronics 社 か ら 211 相当 管 が 発表 きれ た 
と いう ビッ グ な ニュ ー ス が 飛び 込ん で きま し た . 

さっ そく 3 月 15 日 製 の 出来 立て ホヤ ホヤ の サン プ 
ル を 2 本 入手 で きま し た の で ,。 いち早く お 知ら せ し た 
いと 思い ます . 

と ころ で , KR の 大 型 出力 管 と し て は すでに KR- 
845 が 2001 年 の 秋 に デビ ュー し て いま す . 

KR-845 は 酸化 皮膜 型 フ ィ ラ メン ト を 持つ 板 プ レー 
ト 管 で 。 カ ー ボ ン ・ プ レー ト の ドリ エー テッ ド ・ タ ン 
グ ス テ ン 球 で ある 現行 唯一 の 845 (中 国 忠 光電 子 製 ) の 
世界 に バリ エー ショ ン を も た らし た 画 期 的 な 製品 で し 
7228 

本 現代 管 情報 シリ ー ズ で は , 2001 年 12 月 号 に お い 
て 登場 し た ば か り の KR-845 の 詳細 を ご 紹介 し まし 
た が , 今回 ご 紹介 する KR-211 は , 同社 の 低 周 波 用 高 
耐圧 ・ 高 出力 三 李 管 シリ ー ズ の 最新 作 と な り ま す . 

と ころ で 。 UV-211 と いう と, GE の VT 4 C/211 
や 中 国 虫 光 電子 製 の 211 と いっ た トリ エー テッ ド ・ タ 
ング ステ ン ・ フ ィ ラ メン ト を 持つ カー ボン ・ プ レー ト 
管 が 一 般 的 で す が , 今回 発表 きれ た KR-211 は , 2001 
年 秋 頃 に 発表 され た KR-845 同様 に 酸化 皮膜 型 フ ィ 
ラメ ント を 持つ 板 プ レー ト 管 で , 観察 の 結果 , 当時 ご 
紹介 し た KR-845 の 最初 期 型 より も 構造 的 に も 電気 
的 に も 大 幅 に 改善 され て いる こと が わか り ま し た . 
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構造 的 特徴 


バル ブ は 現行 管 の 中 国 噌 光電 子 製 211 や オリ ジ ナ 
ル RCA-211 より も 約 15 mm 短 か く , チェ コ 製 現代 
管 に 特徴 的 な 直角 に 絞ら れ た ネッ ク 部 分 と 相まって , 
大 型 管 の わり に は や や 小振り な 印象 で す . 透明 度 の 高 
い ガ ラス は 厚手 で 。 手 に する と ズ シ リ と 重み を 感じ ま 
静 

バヨネット ・ ピ ン を 手前 に する (2 番 一 3 番 ピン 方 向 ) 
と 。 正面 の 管 机 に は 人 金 蒸着 の 一 種 で KR の ロゴ マー ク 
等 が 交 然 と 輝い て お り , 型番 は 赤 イ ンク で 表示 され て 
いま す . 

Web 上 で 公開 され て いる 写真 (http://home.tiscali. 
cz:8080/cb117239/tubes.html) で は , 型番 は KR 211 と 
な っ て いま す が , 今回 入手 し た サン プル で は 何故 か 
供 の 1 所 な つう 56 いま じじ だ な 

赤銅 色 に く ユニ ー ク な ベー ス は 銅製 で 。 バ ヨネ ッ 
ト ・ ピ ン は 真 銀製 で す . ベー ス の 底板 は セラ ミッ ク 板 
で は な く 赤 い 樹 脂 製 で す . 

ピン は 金メッキ され て お り ,。 脚 の 長 さ は 10 mm と 
オリ ジ ナ ル 211 より 2 mm 長く な っ て いま す が , バ ヨ 
ネッ ト ・ ピ ン が オリ ジ ナ ル 211 より 2 mm 下 に セッ ト 
され て いま す の で ,。 ベ ー ス と ソケット の ガイ ド と の 相 
対 的 な 位置 関係 は 変わ ら ず , 大 型 UV ソケット に は 問 
題 な く 装 着 で きま す . 

続い て 内 部 構造 を 見 て みる と, 羽根 の 生 を た 大 き な 
板 プ レー ト が まず 目 に つき ます . 

プレ ー ト は 中 国 製 211 より 一 回 り 大 き な 横 幅 45 
mmX※ 縦 50 mm の ビッ グ サ イズ で 。 つや 消し の 表面 
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中 国 製 2 1 1 より や や 背 の 低い バル プ 


カン チレ バー 状 の 
ウイ ラメ ンド sl ロン カー 


ドー ナツ 状 の トッ プ マ イカ 
グリ ッ ド 放熱 板 


台形 の スペ ー サ ー 


金メッキ ・ グ リッ ド 


折り 返し 点 の 無い 
直線 状 の フィ ラメ ント (8 本 ) 


プレ ー ト 支柱 に セッ ト さ れ た 


厚手 の ガラ ス セラ ミッ ク 製 の 九 子 


電極 を 垂直 方 向 に 支持 する 補強 棒 (2 本 ) 
表面 が 平滑 な 大 型 の 金属 製 プ レー ト 


プレ ー ト に セッ ト さ れ た 放 熟 フィ ン (4 枚 ) 


プレ ー ト 側面 の 放熱 孔 (3 箇所 ) 
プレ ー ト 支柱 に セッ ト さ れ た 
セラ ミッ ク 製 の 乾 子 


電極 支持 用 ステ ー 
逆 」 字 状 の 電極 支持 用 ステ ー 
巨大 な リン グ ・ ゲ ッ タ ー (2 個 ) 
4 ピラ ー 型 の 特殊 ステ ム 
ステ ム に ネジ 止め され た 電極 支持 バン ド 


直角 に 絞ら れ た バル ブ の 礼 


赤銅 色 に 輝く 銅製 の ベー ス 
真 鍛 製 の バヨネット ・ ピ ン 


金メッキ ・ ピ ン 
は 厚手 に カー ボナ イズ され て お り , フラ ッ ト な 表面 に の を 向かい 合わ せ に 溶接 し て 組み 立て られ て いま す . 
は 熱 変 形 防止 用 の 補強 リプ は 設け られ て いま せん . 放熱 フィ ン と し て も 機能 する プレ ー ト 接合 面 は 約 


プレ ー ト は 厚手 の 素材 を U 字 に プレ ス 成 型 し た も 15 mm と 幅広 で , その ちょ うど 真ん中 に プレ ス さ れ た 
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溝 に プレ ー ト 支柱 が 納まっ て いま す . 

この プレ ー ト 接合 部 の 左右 に は 斜め 字 状 の 放熱 
フィ ン が 放射 状 に 計 4 枚 セ ッ ト さ れ て いる の が 特徴 で 
9 。 

また , プレ ー ト の 側面 に は 大 き な 四 角 い スリ ッ ト が 
縦 に 3 つ 開 いて いる の が 特徴 で す . この プレ ー ト 側面 
の スリ ッ ト か ら は グリ ッ ド や 点火 時 に 赤く 灯る フィ ラ 
メン ト が よく 見 えま す . 

太め の 支柱 に 巻 か れ た グリ ッ ド ・ ワ イヤ ー は な ん と 
金メッキ され て お り , グリ ッ ド 支柱 の 上 端 に は 大 き な 
四角 い 放 熱 板 が セッ ト さ れ て いる の が ユニ ー ク で す . 

酸化 皮膜 型 の フィ ラメ ント は , KR 伝統 の , 髪の毛 程 
の 極細 の 直線 状 の 素子 を 凹 型 の 金具 に 2 本 ずつ 溶接 し 
た も の で , 構造 上 , 折り 返し 点 が 存在 し な い の が 特徴 
で す . KR-211 で は , この ユニ ッ ト を 横 に 4 組 並 べ て 直 
列 に 接続 し て いま す . 

前 作 の KR-845 の 初期 型 で は , 約 1 mm の 幅広 の リ 
ボン 状 の フィ ラメ ント 素子 4 本 を 支持 金具 に よっ て 
M 字 型 に 直列 に 繋い だ タイ プ で し た が , その 後 。 KR- 
211 も KR-845 も 他 の 同社 製 直 熱 三 李 管 同様 に 極細 
の 素子 8 本 を 繋い だ タイ プ に 変更 され まし た . 

フィ ラメ ント の 上 部 は , 先 が 二 股 に 分 か れ た カン チ 
レバ ー 状 の アン カー で 釣ら れ て お り , 上 部 マイ カ の フ 
ィ ラ メン ト 用 開口 部 に セッ ト さ れ た 四角 い ゲ ー ジ マイ 
カ に よっ て , 所 定 の 位置 に 規正 され て いま す . 

バヨネット ・ ピ ン を 手前 (2 番 一 3 番 ピン 方 向 ) に 
する と , 手前 の プレ ー ト 接合 部 の 左右 に は , 電極 を 垂 
直方 向 に 貫通 する 補強 棒 が 2 本 セッ ト さ れ て いま す . 

プレ ー ト 支柱 の 上 下端 に は , 高 耐圧 化 の た め に 1 
mm 厚 の セラ ミッ ク 製 得 子 が 2 個 ず つ セ ッ ト さ れ て 
いま す .。 

さら に プレ ー ト 支柱 の 下端 に は , 真ん中 に 補強 リブ 
を 入れ た ステ ー が 溶接 さき され, ステ ム か ら 立 ち 上 が っ た 
送 字 状 の 電極 支持 用 ステ ー に 接合 され ん てい ます . 

ステ ム は 大 小 2 つの ガラ ス 管 を 繋ぎ 合わ せ た 構 造 
で , 途中 の 接合 部 は 竹 の 節 の よう に な っ て いま す . 

ステ ム 頂 部 は , 中 国 嘱 光電 子 製 の 211 が プレ ー ト 用 
の リー ド が 少し 離れ た 字 断 面 の ピン チ ・ ス テム で あ 
る の に 対し て , KR-211 で は 前 作 の 同社 845 同様 に 円 
柱状 の ガラ スパ イプ 端 部 に 90" 間 了 同 で ステ ムリ ー ド を 
埋め 込ん だ 特殊 型 を 採用 し て いま す (排気 管 は ステ ム 
の 中 心 部 に 位置 し て いま す ). ス テム リー ド の 間隔 は 広 
く , 絶縁 耐圧 も 十分 確保 され て いる よう で す . 

各 電 極 は リボ ン で ステ ム ・ リ ー ド に 接続 きれ て いま 
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@ KR 211 の 外観 


す が , プレ ー ト の 接続 用 リボ ン だ け は いっ た ん 電極 支 
持 用 の ステ ー に 溶接 後 ,。 ス テム ・ リ ー ド に 接続 され て 
いま す . 

また ,。 ステ ム に は 金属 バン ド が ネジ 止め され て お り 。 
これ に 垂直 方 向 に 逆 」 字 状 の ステ ー が 溶接 され , 電極 
下部 か ら 垂 直 に 降り た ステ ー と 接合 され て いる の が 構 
造 上 の 特徴 で す . ステ ム か ら 立 ち 上 が っ た この 逆 本 字 
状 の ステ ー に は 多少 の サス ペン ショ ン 効 果 を 持た せ て 
いろ る よう です 。 

電極 か ら 垂直 に 降り て きた ステ ー に は , 直径 20 mm 
は ある か と 思わ れる 巨大 な リン グ ・ ゲ ッ タ ー が 溶接 さ 
れ て いま す 。 バ ヨネ ッ ト ・ ピ ン を 手前 に する (2 番 一 
3 番 ピ ン 方 向 ) と 前 後方 向 の 管 避 に は 銀色 の ゲッ ター 
が た っ ぷり と 飛ん で いま す . 

また , 反対 側 (1 番 一 4 番 ピン 方 向 ) の ステ ー に は , 
シリ アル No. (0030) を 刻ん だ タグ が 溶接 され て いま 
を 

他方 , 管 頂部 に 目 を 移す と , 周囲 に 放射 状 に 8 つの 
小穴 が 開い た トッ プ ・ マ イカ は ドー ナツ 状 で , トッ プ ・ 
マイ カ と 上 部 マイ カ の 間 に は 真ん中 に 補強 リプ の 入っ 


89 


と し て も , か な り 高 性 能 で 魅力 的 な 球 で は な いか と 思 
いま す . 

そし て , 何より も 現行 生産 品 と し て 初め て 板 プ レー 
ト で か つ 酸 化 皮膜 型 フ ィ ラ メン ト を 持つ 211 が 入手 
可能 に な っ た と いう こと は 。 大変 嬉し い ニ ュー ス で は 
な いか と 思い ます . 


第 3 表 > KR-845 の 電気 的 特性 (公表 値 ) 

この こと か ら 。 同じ アン プ で 差替え た 場合 中国 製 
211 より も KR-211 の ほう が 約 1 割方 ハイ パワ ー が 
得 ら れる の で は な いか と 思い ます . また 211 の バイ ア 
ス 電 圧 が 浅い (一 15 V) こと は ドラ イブ し 易い の で あり 
が た い 事 で す . 

ご 参考 まで に KR-845 の スペ ッ ク も 添付 し て お き 
まし た の で ご 覧 くだ さい . (第 4 表 参 照 ) 


お わり に 


現行 の 211 に つい て は , これ まで は 中 国 忠 光 電子 製 
の カー ボン ・ プ レー ト を 持つ トリ タン 球 し か 入手 で き 
ませ ぜん で し た 。 

今回 新た に それ ら と 差し 換え 可能 な 板 プ レー ト を 持 
つ 酸 化 皮膜 型 フ ィ ラ メン ト の KR-211 が 登場 し た こ 
と は , カー ボン ・ プ レー ト を 持つ トリ タン 球 only で あ 
っ た 211 の 世界 に バリ エー ショ ン を も た ら す 画 期 的 
な 出来 事 と 言え ます 。 

欧米 製 の 211 系 古典 管 に は WE-211D や MC 1/ 


60 等 の , 板 プ レー ト を 持つ 酸化 皮膜 型 フ ィ ラ メン ト 球 く 
が あり まし た . 
また 。 ト リタ ン 球 で も か つて は STC-4242A や が 
NEC や 東芝 製 の UV 211.A 等 の 板 プ レー ト の 211 し 
が あり まし た . と 
これ ら は いずれ も 愛好 家 の 間 で は 独特 の 音色 で 珍重 
され て いま す が , 今 と な っ て は 稀少 で 非常 に 高価 な 球 

と な っ て V り ます 、。 】 生 
KR-211 は まだ 誕生 間もなく 評価 も 定まっ て いな い @ プ レー ト 電 極 も ガラ ス ・ チ ュー プ ブ も 頑丈 に て いね い に 仕上 げ ら れ て い だ 
た め ,。 それ ら の 銘 球 と 互角 に 肩 を 並べ る の は まだ 早い る .。 パ ルプ ブ の 退 明 度 も 高い み 
り 
で 
173. OmAI ロ 
1 71. OmAI 6 
5 
163. OmAI っ 

160. OmAl 
157. OmAI S/ 
ど : 
< 第 4 表 > KR-211 の 電気 的 特性 (測定 値 ) ン 
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